
富士宮市地域公共交通活性化再生会議（静岡県富士宮市） 確保維持改善事業

取組み（功績）の概要 『地域住民、事業者、行政が相互に創り出す持続可能な公共交通システム』

総合事業

○従来型の補助金制度を見直した新公共交通システムを確立。地域住民、事業者、行政が一体となり、バス交通ネットワークの再構築に
取り組む。

○各事業を客観的に評価するため、事業評価指針を策定。事業ごとに目標値を設定し、持続可能な公共交通の実現を目指す。
○モビリティ・マネジメント事業（のりもの祭 乗り物教室 小学生勉強会 ＰＲＤＶＤ作成等）を実施 市民の公共交通への参画を促し 身近

○事業内容
１．新公共交通システム「宮バス」「芝川バス」「宮タク」を確立

「 バ 補

○モビリティ・マネジメント事業（のりもの祭、乗り物教室、小学生勉強会、ＰＲＤＶＤ作成等）を実施。市民の公共交通への参画を促し、身近
で利用しやすい公共交通の実現を図った。

２．「富士宮市公共交通ＰＤＣＡ（事業評価）指針」を策定
•連携計画に基づき、共通の指標で事業を評価

検証する「富 宮市 共交通 （事業評• 「宮バス」では従来型の補助金制度を見直し、運賃収入以外の
安定的収入を確保するため、「バス停オーナー制度」や「宮バス
サポーター制度」を実施。
•官学協同事業による、地域密着型バス案内「宮ＢＡＮ」を導入。

• 「宮タク」では地域住民の生活交通の足を確保しながら、既存

・検証する「富士宮市公共交通ＰＤＣＡ（事業評
価）指針」を策定。
•ワークショップを通じ、事業評価指針の市民向け
周知活動を実施。
•数値指針だけでなく、市民の満足度を評価指針

事業評価結果
宮タク」では地域住民の生活交通の足を確保しながら、既存
の民間バス、タクシーと共存するための差別化（飛び地運行）を
実施。

数値指針 け なく、市民 満足度を評価指針
を加えることにより、持続可能な公共交通実現を目指す。

３．特徴的なモビリティ・マネジメント事業

•紙芝居を使ったのりもの教室、保育園保育者アンケート、ＰＲソング「走れ宮バス
♪」「宮タク★サンバ」のＤＶＤ作成、「宮バス」を使ったオリジナルおでかけプラン

ポ ビ ジ

事業評価結果

の作成、ポスター・チラシの作成など、特徴的なモビリティ・マネジメンド事業を展開。

紙芝居を使った
乗り物教室

宮バス

バス停オーナー制度
乗り物教室
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「宮タク」のＰＲソ
ングと振り付け宮タク 写真入りカレンダー


